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心を一新して「いのちを大切にする」世界観へ 
 

「声なき者の友」の輪（FVI）は、みなさまの暖かい見守りとご支援をいただき、創立か

ら５年が経ちました。過去のしがらみを断ち切って、21 世紀の世界に仕える働きを理念的

に模索しながら、経済的にも全くゼロの状態からスタートした働きだけに、一抹の不安が

無かった訳ではありませんが、過去５年間を振り返る今、感謝でいっぱいにされます。真

実なお方の導きを崇めつつ、「声なき者」に寄り添う決断をなし私たちと共に歩んでくださ

ったおひとり一人に心からの感謝を申し上げます。 
思い返せば、FVI の働きが始まって半年後の 2011 年 3 月に「東日本大震災」、そして巨

大津波が東北沿岸一帯を襲いました。原子力発電所が福島で事故を起こし、日本政府・東

京電力が「絶対安全」を唱和し、保証をすることによって作り出されてきた偽りの「安全

神話」が崩壊したのもこの時でした。 
「権威主義」という硬い岩盤に覆われていた日本社会の地下深くに潜んでいた「偽りの

ものがたり」というマグマが頭をもたげたと感じたのは私だけではなかったはずです。い

つかは外れるしかない「臭い物」を覆っていた蓋が吹き飛んだのです。 
私たちの心の奥深い DNA にまで浸透してしまった「諺」や「言い伝え」には良いものも

ありますが、この世の「偽りのものがたり」も多く含まれています。これらは、私たちか

ら「いのち」を奪うものです。今こそ、真理の言葉によって心を一新して「いのちを大切

にする」世界観（ものがたり）をしっかりと見極め、この世の「偽りのものがたり」と決

別する時がやってきているのです。 
 

「声なき者の友」の輪  神田英輔 

＊ＦＶＩの働きは皆さまからのご支援に支えられているカタリストによって担われています。 献金をもって各カタリ

ストをご支援くださる際には、振り込み用紙に「神田指定」などとカタリスト名をご明記ください。 


